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国
の
悪
政
の
無
批
判

な
導
入

鶴
岡
市
政
と
市
議
会

で
、
い
ま
浮
上
し
て
い
る

３
つ
の
大
き
な
問
題
は
、

①
第
２
次
市
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
（
案
）
の

「

」

、

６

社
会
の
基
盤

で

市
街
地
の
「
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
」
の
形
成
、

②
新
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
整
備
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法

と
、
将
来
の
統
合
、

③
小
中
一
貫
教
育
の
導

入
、
で
す
。

い
ず
れ
も
、
国
の
悪
政

の
無
批
判
な
導
入
で
あ

り
、
党
市
議
団
は
市
民
の

意
見
を
聞
き
、
問
題
を
明

ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

で
周
辺
部
は
衰
退

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
政

策
は
、
市
街
地
に
都
市
機

能
を
集
約
し
、
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
考
え
方
で
す
。

し
か
し
、
中
心
部
で
再

開
発
を
行
い
、
人
口
移
動

を
進
め
て
も
、
周
辺
部
の

大
き
な
衰
退
を
招
き
、
失

敗
事
例
が
多
く
あ
り
ま

す
。各

地
域
の
特
性
を
踏
ま

え
た
ま
ち
づ
く
り
こ
そ
大

切
で
す
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入

令
和
５
年
度
に
基
本
計

画
策
定
の
新
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い

て

「
民
設
民
営
」
の
Ｐ

、
Ｆ
Ｉ
導
入
を
検
討
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

現
在
の
鶴
岡
セ
ン
タ
ー

は
「
公
設
直
営
」
で
す
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
手
法
は
、
民

間
の
利
益
追
求
と
、
経
済

性
や
効
率
性
が
優
先
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
が
喜
ぶ

給
食
か
ら
遠
く
な
り
ま

す
。将

来
は
、
他
セ
ン
タ
ー

の
統
合
を
進
め
、
搬
送
や

災
害
時
対
応
で
も
問
題
に

な
り
ま
す
。

学
校
給
食
の
理
想
は
、

自
校
直
営
方
式
で
す
。

他
市
で
は
で
き
な
い

「
学
校
給
食
発
祥
の
地
」

鶴
岡
と
し
て

「

日
本
一

、
「

お
い
し
い
給
食
」
を
目
指

し

「
子
育
て
世
代
に
選

、
ば
れ
る
ま
ち
」
に
す
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
中
一
貫
教
育

市
教
育
委
員
会
は
、
令

和
７
年
度
か
ら
、
中
学
校

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
小
中
一

貫
教
育
を
実
施
す
る
と
し

て
い
ま
す
。

藤
島
中
学
校
改
築
を
機

に
、
藤
島
地
域
に
小
中
一

貫
校
を
先
行
し
て
設
置
す

る
考
え
で
す
。

小
中
一
貫
校
は
、
小
学

校
と
中
学
校
の
段
差
を
な

く
し
、
義
務
教
育
９
年
間

の
一
貫
し
た
学
び
で
す
。

し
か
し
、
小
学
校
か
ら

中
学
校
へ

「
成
長
の
飛

、

躍

「
や
り
直
し
」
が
で

」
、

き
な
い
心
配
も
・
・
・
。

小
中
一
貫
校
の
義
務
教

育
学
校
は
、
第
２
次
安
倍

政
権
が
教
育
再
生
実
行
会

議
で
進
め
た
政
策
で
す
。

学
校
の
統
廃
合
と
、
維

持
管
理
費
の
削
減
が
目
的

で

「
普
通
の
小
学
校
に

、
入
り
た
く
て
も
入
れ
な

い

憲
法
第

条
の

教

」
、

「

26

育
の
機
会
均
等
」
に
反
す

る
疑
問
と
な
り
ま
す
。
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９
月
議
会
の
最
大
の
争

点
は
、
百
条
委
員
会
の
報

告
書
で
し
た
。

寄
付
不
記
載
問
題

百
条
委
が
不
当
決
定

皆
川
治
鶴
岡
市
長
の
寄

付
不
記
載
問
題
等
に
関
す

る
「
鶴
岡
市
議
会
百
条
委

員
会

（
佐
藤
博
幸
委
員

」

長
）
が
９
月

日
、
調
査

25

報
告
書
を
自
公
会
派
の
委

員
の
賛
成
多
数
で
決
め
、

議
会
最
終
日
の

日
、
本

28

会
議
に
報
告
さ
れ
ま
し

た
。報

告
書
は
、
皆
川
治
市

長
が
２
０
１
７
年
の
市
長

選
で
支
援
者
か
ら
受
取
っ

た
１
０
０
万
円
を
、
選
挙

運
動
用
の
収
支
報
告
書
に

記
載
し
な
か
っ
た
こ
と

が

「
公
職
選
挙
法
に
抵

、

触
す
る
疑
い
が
あ
る
」
と

記
載
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
長
が
支
援
者

宅
に
置
い
て
き
た
１
０
０

万
円
は

「
公
職
選
挙
法

、

に
抵
触
す
る
疑
い
が
あ
る

が
、
司
法
の
判
断
に
委
ね

る
の
が
相
当
」
と
し
ま
し

た
。党

市
議
団
の
菅
井
巌
委

員
（
副
委
員
長
）
と
坂
本

昌
栄
委
員
は
、
他
の
３
委

員
と
共
に
、
報
告
書
は
不

当
で
あ
り
、
反
対
し
ま
し

た
。

収
支
報
告
書
は
既
に

訂
正
済
み

市
長
は
、
２
０
２
１
年

月
と

年
１
月
の
議
員

12

22

協
議
会
で
、
不
記
載
の
誤

り
を
認
め
、
収
入
の
２
度

の
訂
正
を
行
い

「
真
摯

、

に
反
省
す
る
」
と
述
べ
て

い
ま
し
た
。

公
選
法
は
、
収
支
報
告

「

」

書
の
保
存
期
間
は

３
年

で
、
訂
正
は
い
つ
で
も
可

、

、

能

訂
正
の
期
限
は
な
く

法
的
に
は
ゆ
る
や
か
な
規

定
に
な
っ
て
お
り
、
す
で

に
訂
正
さ
れ
て
、
瑕
疵
は

か

し

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

自
公
会
派
の
委
員
は
、

市
長
に
対
す
る
証
人
尋
問

（

）

、

７
月

日
第

回

で

25

11

「
不
記
載
は
違
法
か
、
違

法
で
な
い
か
」
と
何
度
も

繰
り
返
し
尋
ね
、
委
員
長

「

」

「

」

は

は
い

か

い
い
え

で
答
え
を
、
と
求
め
て
い

ま
し
た
。

「
違
法
」
を
認
め
さ
せ

よ
う
と
す
る
尋
問
・
発
言

は

「
一
般
的
に
誘
導
尋

、
問
に
該
当
す
る
恐
れ
が
高

い

（
広
瀬
和
彦
・
元
全

」

国
市
議
会
議
長
会
法
制
参

事
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
（
山
形
新
聞
社
説
２
０

２
２
年
９
月

日
付

。
）

20

｢

返
却｣

か
ら｢

寄
付｣

に
１
８
０
度
変
わ
る

寄
付
者
へ
の
証
人
尋
問

（
７
月

日
第

回
）
で

19

10

は
、
市
長
が
１
０
０
万
円

「

」

を

返
却
し
に
来
ら
れ
た

と
言
っ
て
い
た
の
が
、
昼

の
再
開
後
は

「
寄
付
と

、

理
解
す
る
」
と
、
何
の
理

由
も
な
く
、
１
８
０
度
証

言
が
変
わ
り
ま
し
た
。

市
長
尋
問
（
８
月

日
30

第

回
）
で
は
、
自
公
会

13
派
の
委
員
は
「
支
援
者
は

寄
付
金
と
話
さ
れ
た
。
公

選
法
上
違
法
な
行
為
に
あ

た
る
認
識
で
良
い
か
。
は

い
、
い
い
え
で
答
え
を
」

と
、
誘
導
尋
問
を
繰
り
返

し
ま
し
た
。

市
長
は
「
相
手
は
受
領

の
意
思
を
示
し
て
い
な
か

っ
た
。
な
ぜ
寄
付
と
発
言

し
た
の
か
理
解
し
か
ね

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
１
０
０
万

円
の
返
金
は
、
市
長
と
支

援
者
と
の
間
で
、
話
し
合

い
に
よ
っ
て
解
決
す
べ
き

と
判
断
し
て
き
ま
し
た
。

手
紙
の
開
示
拒
む

寄
付
者
か
ら
市
長
へ
の

２
通
の
手
紙
に
は
、
市
長

が
返
金
す
る
「
理
由
」
の

記
載
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
委
員
長
は
、

「
寄
付
者
か
ら
、
手
紙
の

公
開
に
応
じ
ら
れ
な
い
と

抗
議
文
が
寄
せ
ら
れ
、
本

人
の
意
向
に
沿
っ
て
進
め

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た

寄
付
者
は
第

回
尋
問

10

の
宣
誓
で

「
何
事
も
隠

、

さ
ず

「
良
心
に
従
っ
て

」

真
実
を
述
べ
る
」
と
誓
っ

て
い
ま
し
た
が
、
委
員
長

が
手
紙
の
開
示
を
拒
み
、

市
長
が
手
紙
の
内
容
に
触

れ
よ
う
と
す
る
と
、
委
員

長
が
市
長
の
発
言
を
止
め

る
事
態
で
し
た
。

政
争
の
具
・
百
条
委

は
早
く
終
え
る
べ
き

委
員
会
で
は
、
複
数
の

委
員
か
ら
「
調
査
の
進
め

方
を
多
数
決
で
決
め
る
の

で
は
な
く
、
慎
重
に
議
論

を
尽
く
し
て
、
全
員
が
合

報告書に対する百条委員会委員の賛否（令和5年9月25日）

草
島
進
一

田
中　

宏

石
井
清
則

坂
本
昌
栄

菅
井　

巌

秋
葉　

雄

黒
井
浩
之

佐
藤
昌
哉

五
十
嵐
一
彦

尾
形
昌
彦

渋
谷
耕
一

佐
藤
博
幸

百条調査委員会報告書（鶴岡市長選

挙における選挙運動費用収支報告書

不記載・訂正等問題に関する事項）

●●●●●○○○○○○
委
員
長
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意
し
て
進
め
る
べ
き
だ
」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

、

、

し
か
し

多
数
の
力
で

結
論
を
「
法
に
抵
触
す
る

疑
い
」
あ
り
き
の
報
告
書

に
な
り
ま
し
た
。

百
条
委
は
２
０
２
２
年

１
月
に
自
公
会
派
の
多
数

で
設
置
さ
れ
、
約
１
年
８

カ
月
の
間
に

回
の
委
員

39

会
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

多
額
の
経
費
（
予
算
は

令
和
４
年
度
１
０
０
万
円

＋
５
年
度
１
１
０
万
円
）

と
、
事
務
局
職
員
の
労
力

を
費
や
し
、
市
民
の
批
判

が
広
が
り
ま
し
た
。

本
会
議
で
は

「
返
金

、

の
理
由
な
ど
調
査
は
不
十

分
」
と
の
意
見
も
あ
り
ま

し
た
が
、
共
産
党
市
議
団

は
「
政
争
の
具
に
な
っ
て

い
る
百
条
委
は
、
一
刻
も

早
く
終
え
る
べ
き
」
と
の

立
場
で
す
。

百
条
委
は
、
市
長
の
パ

ワ
ハ
ラ
疑
惑
に
関
す
る
事

項
の
調
査
に
移
り
ま
す

が
、
党
市
議
団
は
「
労
使

関
係
は
百
条
委
の
調
査
範

」

、

囲
で
は
な
い

こ
と
か
ら

早
期
終
結
を
求
め
て
い
き

ま
す
。

鶴
岡
市
に
対
し
て
、
市
民
団
体
に
よ
る
学
校
給
食

費
の
無
償
化
を
求
め
る
署
名
が
８
月

日
提
出
さ
れ

16

ま
し
た
。

署
名
は
、
国
民
の
食
糧
と
健
康
を
守
る
運
動
田
川

地
区
連
絡
会
（
田
川
食
健
連
）
が
、
４
１
３
７
人
分

を
集
め
、
阿
部
真
一
副
市
長
が
受
け
取
り
ま
し
た
。

阿
部
副
市
長
（
右
端
）
に
署
名
を
提
出
す
る
田
川

食
健
連
の
小
林
事
務
局
長
（
右
か
ら
２
人
目

、
坂

）

本
市
議
（
同
３
人
目
）
が
同
行
。

２０２３年９月議会　賛否が分かれた議案　（○賛成　●反対）
声 SDG フォ 共産党 公明党 無所属 新政クラブ
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博

長
谷
川
剛

坂
本
昌
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菅
井　

巌

加
藤
鉱
一
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葉　

雄

富
樫
正
毅

黒
井
浩
之

中
沢
深
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佐
藤
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樹

小
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由
夫

佐
藤
博
幸

佐
藤
麻
里

阿
部　

寛
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間
正
芳

佐
藤
昌
哉

五
十
嵐
一
彦

尾
形
昌
彦

渋
谷
耕
一

本
間
信
一

本
間
新
兵
衛

東京電力福島原発からの

処理汚染水の海洋放出の

即時中止を求める意見書
の提出に関する請願

○○○○○○○○○○●●●○●●●●●●●●●●●

議
長

百条調査のうち、寄付不

記載問題の終結
●●●●●●○○○○○○○欠○○○○○○○○○○○

請
願
は
１
件
で

「
東

、

京
電
力
福
島
原
発
か
ら
の

処
理
汚
染
水
の
海
洋
放
出

の
即
時
中
止
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出

（
緑
ふ
く

」

し
ま
代
表
・
蛇
石
郁
子
）

は
、
自
公
会
派
の
反
対
多

数
で
不
採
択
に
な
り
ま
し

た
。長

谷
川
剛
議
員
が
、
賛

成
討
論
で

「

大
型
タ
ン

、
「

ク
貯
留
案
や
、
モ
ル
タ
ル

固
化
処
分
案
な
ど
、
放
射

性
物
質
の
海
洋
放
出
を
回

避
す
る
た
め
の
真
剣
な
検

討
と
対
策
を
行
う
べ
き
」

と
述
べ
ま
し
た
。

議
員
発
議
の
意
見
書
で

は
、
共
産
党
市
議
団
が
他

会
派
の
議
員
と
共
同
し
て

提
出
し
た
「
国
の
責
任
で

学
校
給
食
費
を
無
償
化
す

る
よ
う
求
め
る
意
見
書
」

が
、
全
会
一
致
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

鶴
岡
市
議
会
で
、
学
校

給
食
費
無
償
化
を
求
め
る

意
見
書
が
可
決
さ
れ
た
の

、

。

は

初
め
て
の
こ
と
で
す
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【
総
括
質
問
】

①
コ
ロ
ナ
・
物
価
高
騰
の

決
算
へ
の
影
響
。

②
コ
ロ
ナ
関
連
融
資
の
返

済
や
、
イ
ン
ボ
イ
ス
、
原

油
電
力
価
格
高
騰
の
影
響

下
の
中
小
業
者
へ
の
支

援
。低

所
得
者
へ
、
エ
ア
コ

ン
購
入
補
助
や
電
気
代
支

援
。

③
コ
ロ
ナ
５
類
移
行
後
の

公
費
適
用
の
廃
止
の
影

響
。感

染
者
の
動
向
と
ワ
ク

チ
ン
接
種
。

④
荘
内
病
院
の
３
年
連
続

黒
字
決
算
と
、
医
業
未
収

金
対
策
、
救
急
搬
送
の
課

題
。

【
一
般
質
問
】

①
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

に
係
る
健
康
診
査
。

広
域
連
合
に
お
け
る
令

和
６
、
７
年
度
の
保
険
料

率
引
上
げ
。

②
介
護
人
材
不
足
の
中

で
、
次
期
計
画
の
検
討
状

況
。介

護
保
険
特
別
会
計
に

お
け
る
、
４
億
円
の
基
金

積
み
立
て
。

③
大
山
二
丁
目
地
内
の
交

差
点
信
号
機
の
、
撤
去
に

疑
問
視
。

①
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

お
け
る
、
安
全
計
画
の
策

定
義
務
化
へ
の
対
応
。

プ
ー
ル
活
動
の
安
全
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
。

第
五
学
区
学
童
保
育
の

指
定
管
理
者
選
定
。

学
童
保
育
所
の
質
の
向

上
。

②
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
上

で
、
避
難
所
に
適
し
て
い

な
い
場
所
の
検
討
。

地
区
防
災
計
画
策
定
の

支
援
。

避
難
所
開
設
・
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
訓
練

や
、
意
識
の
向
上
。

①
小
中
一
貫
教
育
は
、
市

民
の
理
解
を
得
な
い
で
進

め
る
の
か
。

通
学
の
リ
ス
ク
。

不
登
校
は
、
教
職
員
の

ゆ
と
り
の
な
さ
が
要
因
。

小
・
中
を
区
分
す
る
発

達
的
意
味
。

特
別
な
支
援
を
要
す
る

児
童
生
徒
の
増
加
。

子
ど
も
の
意
見
を
抜
き

に
決
め
る
の
か
。

長
谷
川
剛
議
員

①
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
整
備
に
お
け
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ

方
式
の
導
入
問
題
。

将
来
、
他
セ
ン
タ
ー
を

統
合
し
、
１
セ
ン
タ
ー
化

に
し
た
場
合
の
大
規
模
災

害
時
の
対
応
。

有
機
給
食
の
推
進
。

「

」

学
校
給
食
歴
史
館

が
埼
玉
県
北
本
市
に

あ
り

「
学
校
給
食
発

、

祥
の
地
・
鶴
岡
」
が

大
切
に
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。


